
令和４年度
二級水系流域治水協議会
県管理河川大規模氾濫に関する減災対策協議会

（幹事会）

４ 減災対策協議会 概ね５年間の取組について

資料４



今後5か年（R4～R8）で実施する取組

具体的な取組の柱

事項

具体的な取組項目 予定実施予定実施予定実施予定実施 予定 実施 予定実施予定実施予定実施予定実施 予定 実施 予定実施予定実施予定実施予定実施 予定 実施 予定実施予定実施予定 実施 予定実施 予定 実施

１．ハード対策

■避難行動、水防活動、排水活動等に資する基盤等の整備

① 円滑な避難に資するための避難所案内看板の設置 避難所案内看板の設置を支援
H29年度より
随時実施済

全避難所に案内看板設置済
（R3新規避難所にも設置済
み）

特に計画なし R5年度実施 老朽化等看板の把握
老朽化した避難所看板及び避
難場所地図看板を改修（一部
撤去）

- - ○
R5年度以降

実施
指定避難所看板の更新計画の
作成する。

－ － ○
H26年度
実施済

② 住民にわかりやすく水位情報を示すための水位レ
ベル表示（量水標）の設置

住民の目につきやすい橋梁の
橋脚などに、河川水位の危険
度レベルを用いた水位情報標
識の設置

③
住民にわかりやすく水位情報を示すための距離標
の設置

住民の目につきやすい河川の
堤防に、河口からの距離、海
抜を表示した距離標の設置

２．ソフト対策

 ① 水防災意識の向上と防災情報の的確な収集・伝達・理解・共有を推進するための取組

【水害リスク情報の共有】

①
水害リスク情報を共有できるハザードマップへの
改良と周知及び活用の推進

ハザードマップの改良と周知

R元年度作成
R2年度配布
R4年WEB版修正
【予定】R7年
以降冊子版修
正

ハザードマップを活用した出
前講座等による周知
及びハザードマップ等修正に
伴う防災マップ（WEB版）の
修正

ハザードマップを活用した出
前講座等による周知

〇 〇 〇

H31年度作成
(WEB版含む)
R6年度作成
(WEB版含む)

現行ハザードマップの活用法
の周知

現行ハザードマップの活用法
の周知

○ ○ ○ 継続実施 ハザードマップの活用促進
統合型ハザードマップの更
新・改良を検討する

○ ○ ○
R4年度実施
予定

ハザードマップのデータ修正
と周知

○ ○ ○

②
水位周知河川以外の1級河川、2級河川を対象とし
た想定し得る最大規模の降雨に対する洪水浸水想
定区域図等の公表

水位周知河川以外の1級河
川、2級河川のＬ２浸水想定
区域図作成

【防災意識の啓発】

③ 防災意識向上と迅速な避難に役立つマイ防災マッ
プづくりと拡充

市町の洪水ハザードマップ作
成の支援

継続実施

R4内水ハザードマップの作成
 今後、防災マップ（冊子版お
 よびWEB版）との相互補完を
 行い、マップ一本化を検討

特に計画なし
※内水と外水で一体化のハ
ザードマップは作成困難

〇 △ 〇 継続実施 未実施 マイ防災マップづくり支援 - - ○ 継続実施

④
防災意識向上と迅速な避難に役立つまるごとまち
ごとハザードマップ整備

まるごとまちごとハザード
マップ整備の支援

継続実施
自主防災組織への意識啓 発お
 よび作成に係る補助金等を実
 施

自主防災組織への意識啓発お
よび作成に係る補助金等を実
施

〇 △ 〇 未定 未実施 検討 - - - 継続実施

⑤
水防災教育、出前講座等を活用した講習会の取組
の拡大

水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の実施

継続実施
自主防災組織や老人クラブ等
への出前講座等の実施

自主防災組織や老人クラブ等
への出前講座等の実施

〇 〇 〇 継続実施
防災訓練、出前講座等を活用
した講習会の実施

水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の実施

○ ○ ○ 継続実施 防災講話、講習会等の実施 防災講話、講習会等の実施 ○ ○ ○ 継続実施
水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の実施

○ × ○

⑥
あらゆる媒体を活用した地域住民の水防災意識啓
発のための広報の充実

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

継続実施
市報やハザードマップ等によ
る意識向上啓発

市報やハザードマップ等によ
る意識向上啓発

〇 〇 〇 継続実施

・Webサイトなどあらゆる媒
体を活用し雨量、水位及び地
域住民の水防災意識啓発に資
する情報の提供
・防災ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ（児童・生徒
用）を配布

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

○ ○ ○ R4
町ホームページの見直し
（防災専用ページの充実）

町ホームページの見直し
（防災専用ページの充実）

○ × ○ 継続実施

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

○ ○ ○

【リアルタイム防災情報の共有】

⑦
防災気象情報提供環境の強化（アクセス集中対策
強化）や線状降水帯の予測精度工場及び情報提供
の改善（線状降水帯の可能性を広域に予測）

線状降水帯予測情報の提供を
始めとする各種防災気象情報
の改善

【避難指示等の発令】

⑧ 避難に着目した簡易版タイムラインの作成
市・町で作成している避難指
示に着目したタイムラインの
精度向上に参画

H29年度から
順次実施

水害及び台風タイムライン作
成済
 地震やその他災害も作成を検
 討

地震やその他災害も作成を検
討

〇 △ 〇 継続実施
最近の発生災害に対応したタ
イムラインの検討

最近の発生災害に対応したタ
イムラインの検討・作成

○ ○ ○ R4
避難情報の発令に着目したタ
イムラインの作成（県河川）

避難情報の発令に着目したタ
イムラインの作成（県河川）

〇 × 〇 継続実施
避難に着目したタイムライン
の作成

【住民等への防災情報の周知】

⑨ 防災情報総合サイトの活用と周知
防災情報総合サイトの活用と
周知

継続実施
協定を締結しているヤフーや九州
朝日放送局と連携して、情報発信
を検討

協定を締結しているヤフーや九州
朝日放送局と連携して、情報発信
を検討

〇 △ 〇 継続実施
佐賀県防災・緊急マップ情報
を地域防災計画に掲載し周知
を図った。

複数手段により、各種防災情
報総合サイトの周知を図る。

○ ○ ○

⑩
様々な防災情報提供ツールを用いた防災情報伝達
の強化（多重化）

防災情報伝達の強化（多重
化）

継続実施

防災無線、広報誌、ＨＰ、あ
んあん等による情報配信
CATVでの河川カメラ映像配信
水位周知河川以外への河川監
視カメラの設置（R4年度は2
箇所に新規設置）
県のすい坊くんとも連携し
て、ネット鹿島が情報発信
（放送等）の協力

防災無線、広報誌、ＨＰ、あ
んあん等による情報配信
CATVでの河川カメラ映像配信
水位周知河川以外への河川監
視カメラの設置（市の設置は
R5年度で最終年度とし、2箇
所合計6箇所を予定）

〇 ○ 〇
・継続実施
・R6防災ｱﾌﾟ
ﾘ作成

・防災行政無線、市ＨＰ、Ｓ
ＮＳ等を活用した情報伝達の
強化
・防災ｱﾌﾟﾘ検討
・道の駅うれしの まるくで
防災情報を提供開始

・防災行政無線、市ＨＰ、Ｓ
ＮＳ等を活用した情報伝達の
強化
・防災ｱﾌﾟﾘ検討

○ ○ ○ R4～R5 防災カメラ設置の検討

町内10箇所（予定）に防災監
視カメラを設置し、河川の増
水状況や道路の冠水状況をリ
アルタイムで一般向けに公開
する。

○ ○ ○ 継続実施
広報紙・防災無線・ＨＰを活
用した情報伝達の強化に取組
む

広報紙・防災無線・ＨＰを活
用した情報伝達の強化に取組
む

○ ○ ○

【避難行動に繋がる訓練】

⑪
避難に着目した簡易版タイムラインに基づく実践
的な訓練

市・町のタイムライン作成の
支援

H29年度から
順次実施

自主防災組織による避難訓練
等に市も関わり、タイムライ
ンに基づいた訓練実施を支援
・10.30鹿島市（古枝地区）
防災訓練

自主防災組織による避難訓練
等に市も関わり、タイムライ
ンに基づいた訓練実施を支援

〇 〇 〇 継続実施
最近の発生災害に対応したタ
イムラインの検討

最近の発生災害に対応したタ
イムラインの検討・作成

○ ○ ○ 継続実施

⑫ 要配慮者利用施設等との避難訓練の促進
要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

H28年度から
順次実施

要配慮者利用施設等による避
難訓練等に市も関わり、避難
計画に基づいた訓練実施を支
援
→市HPへの計画支援特設ペー
ジの作成

要配慮者利用施設等による避
難訓練等に市も関わり、避難
計画に基づいた訓練実施を支
援

〇 △ 〇 継続実施
要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

〇 ○ 〇 継続実施
施設と地元消防団での合同避
難訓練の実施

施設と地元消防団での合同避
難訓練の実施

○ × ○ 継続実施
要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

○ × ○

⑬
水害リスクが高い区間における地域住民が参加す
る共同点検や避難訓練の実施

水害リスクが高い区間におけ
る地域住民が参加する共同点
検の実施や避難訓練への支援

H28年度から
順次実施

自主防災組織による避難訓練
の推進
・10.30鹿島市（古枝地区）
防災訓練
・11.20西牟田、中牟田、新
町区合同避難訓練

自主防災組織による避難訓練
の推進

〇 〇 〇 継続実施
自主防災組織による避難訓練
及び避難所運営訓練

自主防災組織による避難訓練
及び避難所運営訓練

〇 ○ 〇 継続実施
地元消防団による水防倉庫の
雨季前点検

地元消防団による水防倉庫の
雨季前点検

○ 〇 ○ 継続実施

【河川巡視情報の共有】

⑭ 重要水防箇所の共同点検

県 管理河川の重要水防区間
のうち、危険個所を抽出し、
地域住民代表を交え、出水期
までに共同点検を実施

継続実施

関係機関と連携して共同点検
を実施
・5.29北鹿島地区危険箇所点
検
・6.6鹿島市防災パトロール

関係機関と連携して共同点検
の実施

〇 〇 〇 継続実施
防災パトロールの場面を活用
して実施

防災パトロールの場面を活用
して、必要に応じて実施

○ ○ ○ 継続実施 重要水防箇所の雨季前点検 重要水防箇所の雨季前点検 ○ 〇 ○ 継続実施
重要水防箇所の合同巡視を行
う

重要水防箇所の合同巡視を行
う

○ × ○

② 地域特性を踏まえた適切な避難行動へ向けた取組

【避難場所や避難路の確保】

①
広域避難に係る自治体間での相互応援体制の構築
に向けた取組

土砂災害の危険に配慮した避
難経路や避難場所の見直し及
び避難計画策定への支援

H28年度から
順次実施

原子力災害に備えた伊万里市
との協定に基づいた市町間相
互支援

原子力災害に備えた伊万里市
との協定に基づいた市町間相
互支援

〇 〇 〇 継続実施
広域避難（市外・県外）が必
要となる災害及び避難要領に
ついて検討

広域避難（市外・県外）が必
要となる災害及び避難要領に
ついて検討

○ ○ ○ 継続実施

② 避難所・避難経路の安全性確認及び見直し
避難所・避難経路の安全性の
確認

見直し予定
なし

新たな避難場所等を検討、所
有者との調整

新たな避難場所等を検討、所
有者との調整

〇 △ 〇 継続実施
避難訓練等んお場を活用し、
避難所・避難経路の安全性の
確認

避難訓練等んお場を活用し、
避難所・避難経路の安全性の
確認

○ ○ 〇 継続実施
指定避難所及び避難経路の安
全性の確認

指定避難所及び避難経路の安
全性の確認

○ 〇 ○ 継続実施
避難所・避難経路の安全性の
確認

③
長期的かつ広範囲な浸水特性を踏まえた基幹避難
所等における備蓄の強化

民間事業者等と災害情報の収
集、食料、資機材の供給、物
資輸送等に関する協定締結へ
の支援

継続実施

「県・市町の物資に関する連
携備蓄体制整備要領」に基づ
く備蓄品の整備
 民間業者との協定締結

「県・市町の物資に関する連
携備蓄体制整備要領」に基づ
く備蓄品の整備
民間業者との協定締結

〇 〇 〇 継続実施
備蓄品の継続的配備、
民間業者との協定締結検討

備蓄品の継続的配備、
民間業者との協定締結検討

〇 ○ 〇 継続実施
備蓄品の継続配備と災害協定
の締結

備蓄品の継続配備と災害協定
の締結

○ 〇 ○ 継続実施 備蓄品の継続購入 備蓄品の継続購入 ○ ○ ○

④ 要配慮者利用施設等との避難訓練の促進（再掲）
要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

H28年度から
順次実施

要配慮者利用施設等による避
難訓練等に市も関わり、避難
計画に基づいた訓練実施を支
援
→市HPへの計画支援特設ペー
ジの作成

要配慮者利用施設等による避
難訓練等に市も関わり、避難
計画に基づいた訓練実施を支
援

〇 △ 〇 継続実施
要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

〇 ○ 〇 継続実施
施設と地元消防団での合同避
難訓練の実施

施設と地元消防団での合同避
難訓練の実施

○ × ○ 継続実施
要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

○ × ○

【長期浸水リスクの周知】

⑤
水防災教育、出前講座等を活用した講習会の取組
の拡大（再掲）

水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の実施

H28年度から
順次実施

自主防災組織や老人クラブ等
への出前講座等の実施

自主防災組織や老人クラブ等
への出前講座等の実施

〇 ○ 〇 継続実施
防災訓練、出前講座等を活用
した講習会の実施

水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の実施

○ ○ ○ 継続実施 地域老人会等への出前講座 地域老人会等への出前講座 ○ ○ ○ 継続実施
水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の実施

○ × ○

⑥ あらゆる媒体を活用した地域住民の水防災意識啓
発のための広報の充実（再掲）

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

継続実施
市報やハザードマップ等によ
る意識向上啓発

市報やハザードマップ等によ
る意識向上啓発

〇 ○ 〇 継続実施

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

○ ○ ○ R4
町ホームページの見直し
（防災専用ページの充実）

町ホームページの見直し
（防災専用ページの充実）

○ × ○ 継続実施

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

○ ○ ○

【水防活動等】

⑦
関係機関が連携した水防訓練、連絡体制、情報共
有の強化

自主防災組織、消防団、県地
域防災リーダーを対象とした
研修会への支援

H29年度から
順次実施

研修会、訓練等の実施
・6.12　鹿島市消防団水防訓
練

研修会、訓練等の実施 〇 〇 〇 継続実施 研修会、訓練等の実施・支援 研修会、訓練等の実施・支援 〇 ○ 〇 継続実施 研修会等の実施 研修会等の実施 ○ 〇 ○ 継続実施 研修会・訓練等の実施 ○ × ○

⑧
自主防災組織、水防団、防災リーダーの育成・強
化

自主防災組織、消防団、県地
域防災リーダーを対象とした
研修会への支援

継続実施 研修会、訓練等の実施 研修会、訓練等の実施 〇 〇 〇 継続実施 防災リーダーの育成・強化 防災リーダーの育成・強化 〇 ○ 〇 隔年実施 自主防災組織対象の研修会 自主防災組織対象の研修会 ○ × ○ 継続実施 防災リーダーの育成・強化 ○ × ○

③ 洪水被害軽減のための取組と既存施設運用の工夫等の取組

【水防資機材等】

① 水防資機材の保有状況の確認、見直し 水防資機材の保有状況の確認 継続実施 定期的な確認、補充 定期的な確認、補充 〇 〇 〇 継続実施 水防資機材の保有状況の確認 水防資機材の保有状況の確認 〇 ○ 〇 継続実施
地元消防団による水防倉庫の
雨季前点検

地元消防団による水防倉庫の
雨季前点検

○ 〇 ○ 継続実施 水防資機材の保有状況確認 水防資機材の保有状況確認 ○ ○ ○

実施年度

実施時期 R4実施内容

R4 R5 R6 R7 R8

R5実施内容（計画）

太良町実施年度

実施時期

R8R5 R6 R7 R8

R4実施内容

R4 R5 R6 R7

白石町

R5実施内容（計画）

実施年度

実施時期 R4実施内容

R4

鹿島市

R5実施内容（計画） R5実施内容（計画）

嬉野市

別紙３

実施年度

実施内容 実施時期 R4実施内容

R4 R5 R6 R7 R8
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今後5か年（R4～R8）で実施する取組

具体的な取組の柱

事項

具体的な取組項目 予定実施予定実施予定実施予定実施 予定 実施

１．ハード対策

■避難行動、水防活動、排水活動等に資する基盤等の整備

① 円滑な避難に資するための避難所案内看板の設置 避難所案内看板の設置を支援

②
住民にわかりやすく水位情報を示すための水位レ
ベル表示（量水標）の設置

住民の目につきやすい橋梁の
橋脚などに、河川水位の危険
度レベルを用いた水位情報標
識の設置

③
住民にわかりやすく水位情報を示すための距離標
の設置

住民の目につきやすい河川の
堤防に、河口からの距離、海
抜を表示した距離標の設置

２．ソフト対策

 ① 水防災意識の向上と防災情報の的確な収集・伝達・理解・共有を推進するための取組

【水害リスク情報の共有】

①
水害リスク情報を共有できるハザードマップへの
改良と周知及び活用の推進

ハザードマップの改良と周知

②
水位周知河川以外の1級河川、2級河川を対象とし
た想定し得る最大規模の降雨に対する洪水浸水想
定区域図等の公表

水位周知河川以外の1級河川、
2級河川のＬ２浸水想定区域図
作成

【防災意識の啓発】

③
防災意識向上と迅速な避難に役立つマイ防災マッ
プづくりと拡充

市町の洪水ハザードマップ作
成の支援

④
防災意識向上と迅速な避難に役立つまるごとまち
ごとハザードマップ整備

まるごとまちごとハザード
マップ整備の支援

⑤
水防災教育、出前講座等を活用した講習会の取組
の拡大

水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の実施

継続実施
水防災教育、出前講座等を活用し
た講習会の実施

水防災教育、出前講座等を活用し
た講習会の実施

○ ○ ○

⑥
あらゆる媒体を活用した地域住民の水防災意識啓
発のための広報の充実

Webサイトなどあらゆる媒体を
活用し雨量、水位及び地域住
民の水防災意識啓発に資する
情報の提供

継続実施

・Webサイトを活用し、水防災意
識啓発に資するｅラーニング・パ
ンフレット・リーフレットを提供
・キキクル（危険度分布）広報ア
ニメを作成し、市報などを通して
住民への広報を実施

Webサイトを活用し、水防災意識
啓発に資するｅラーニング・パン
フレット・リーフレットを提供

○ ○ ○

【リアルタイム防災情報の共有】

⑦ 防災気象情報の改善
線状降水帯予測情報の提供を
始めとする各種防災気象情報
の改善

継続実施

・防災気象情報を国民に提供する
気象庁ホームページを強化し、災
害時のアクセス集中時にも防災気
象情報を確実に提供できるように
する。
・半日前から線状降水帯等による
大雨に伴う危険性を国民向けに呼
びかける情報を概ね広域で提供。
・洪水キキクルに水害リスクライ
ンを統合表示

現在実況で発表している線状降水
帯の発生情報を予測でも提供（早
いときで30分前から）

○ ○ ○

【避難指示等の発令】

⑧ 避難に着目した簡易版タイムラインの作成
市・町で作成している避難指
示に着目したタイムラインの
精度向上に参画

【住民等への防災情報の周知】

⑨ 防災情報総合サイトの活用と周知
防災情報総合サイトの活用と
周知

⑩
様々な防災情報提供ツールを用いた防災情報伝達
の強化（多重化）

防災情報伝達の強化（多重
化）

【避難行動に繋がる訓練】

⑪
避難に着目した簡易版タイムラインに基づく実践
的な訓練

市・町のタイムライン作成の
支援

⑫ 要配慮者利用施設等との避難訓練の促進
要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

⑬
水害リスクが高い区間における地域住民が参加す
る共同点検や避難訓練の実施

水害リスクが高い区間におけ
る地域住民が参加する共同点
検の実施や避難訓練への支援

【河川巡視情報の共有】

⑭ 重要水防箇所の共同点検

県 管理河川の重要水防区間の
うち、危険個所を抽出し、地
域住民代表を交え、出水期ま
でに共同点検を実施

② 地域特性を踏まえた適切な避難行動へ向けた取組

【避難場所や避難路の確保】

①
広域避難に係る自治体間での相互応援体制の構築
に向けた取組

土砂災害の危険に配慮した避
難経路や避難場所の見直し及
び避難計画策定への支援

② 避難所・避難経路の安全性確認及び見直し
避難所・避難経路の安全性の
確認

③
長期的かつ広範囲な浸水特性を踏まえた基幹避難
所等における備蓄の強化

民間事業者等と災害情報の収
集、食料、資機材の供給、物
資輸送等に関する協定締結へ
の支援

④ 要配慮者利用施設等との避難訓練の促進（再掲）
要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

【長期浸水リスクの周知】

⑤
水防災教育、出前講座等を活用した講習会の取組
の拡大（再掲）

水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の実施

継続実施
水防災教育、出前講座等を活用し
た講習会の実施

水防災教育、出前講座等を活用し
た講習会の実施

○ ○ ○

⑥
あらゆる媒体を活用した地域住民の水防災意識啓
発のための広報の充実（再掲）

Webサイトなどあらゆる媒体を
活用し雨量、水位及び地域住
民の水防災意識啓発に資する
情報の提供

継続実施

・Webサイトを活用し、水防災意
識啓発に資するｅラーニング・パ
ンフレット・リーフレットを提供
・キキクル（危険度分布）広報ア
ニメを作成し、市報などを通して
住民への広報を実施

Webサイトを活用し、水防災意識
啓発に資するｅラーニング・パン
フレット・リーフレットを提供

○ ○ ○

【水防活動等】

⑦
関係機関が連携した水防訓練、連絡体制、情報共
有の強化

自主防災組織、消防団、県地
域防災リーダーを対象とした
研修会への支援

継続実施
自主防災組織、県地域防災リー
ダーを対象とした研修会での講話
を実施

自主防災組織、県地域防災リー
ダーを対象とした研修会での講話
を実施

○ ○ ○

⑧
自主防災組織、水防団、防災リーダーの育成・強
化

自主防災組織、消防団、県地
域防災リーダーを対象とした
研修会への支援

③ 洪水被害軽減のための取組と既存施設運用の工夫等の取組

【水防資機材等】

① 水防資機材の保有状況の確認、見直し 水防資機材の保有状況の確認

④　○○の取組

【○○○○】

別紙３

↓左記の記入例にならって今後取り組む項目を記入↓

佐賀地方気象台 実施年度
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今後5か年（R4～R8）で実施する取組

具体的な取組の柱

事項

具体的な取組項目 予定実施予定実施予定実施予定実施予定実施 予定実施予定実施予定実施予定実施予定実施 予定実施予定実施予定実施予定実施予定実施 予定実施予定実施予定実施予定実施予定 実施

１．ハード対策

■避難行動、水防活動、排水活動等に資する基盤等の整備

① 円滑な避難に資するための避難所案内看板の設置 避難所案内看板の設置を支援 継続or完了 市町対象

②
住民にわかりやすく水位情報を示すための水位レ
ベル表示（量水標）の設置

住民の目につきやすい橋梁の
橋脚などに、河川水位の危険
度レベルを用いた水位情報標
識の設置

H28年度から
順次実施

塩田川、鹿島川
石木津川、中川
（H29完了）

塩田川、鹿島川
石木津川、中川
（H29完了）

継続or完了 県対象

③ 住民にわかりやすく水位情報を示すための距離標
の設置

住民の目につきやすい河川の
堤防に、河口からの距離、海
抜を表示した距離標の設置

H28年度から
順次実施

塩田川、鹿島川、中川、黒川、
八幡川、浜川、多良川
（H29完了）

塩田川、鹿島川、中川、黒川、
八幡川、浜川、多良川
（H29完了）

継続or完了 県対象

２．ソフト対策

 ① 水防災意識の向上と防災情報の的確な収集・伝達・理解・共有を推進するための取組

【水害リスク情報の共有】

① 水害リスク情報を共有できるハザードマップへの
改良と周知及び活用の推進

ハザードマップの改良と周知 継続 市町対象

②
水位周知河川以外の1級河川、2級河川を対象とし
た想定し得る最大規模の降雨に対する洪水浸水想
定区域図等の公表

水位周知河川以外の1級河
川、2級河川のＬ２浸水想定
区域図作成

R4年度から
順次実施

水位周知河川以外の1級河
川、2級河川のＬ２浸水想定
区域図作成に着手

水位周知河川以外の1級河
川、2級河川のＬ２浸水想定
区域図作成を継続して実施

○ ○ ○
H28年度から
順次実施

塩田川、鹿島川
中川、石木津川
浸水想定区域図の策定
(H30完了)

塩田川、鹿島川
中川、石木津川
浸水想定区域図の策定
(H30完了)

R元年度から
順次実施

浸水想定区域図策定・公表
矢筈ダムは六角川の洪水浸水
想定図と合わせて作成

○ － － － － － 継続 県対象

【防災意識の啓発】

③ 防災意識向上と迅速な避難に役立つマイ防災マッ
プづくりと拡充

市町の洪水ハザードマップ作
成の支援

継続 市町

④ 防災意識向上と迅速な避難に役立つまるごとまち
ごとハザードマップ整備

まるごとまちごとハザード
マップ整備の支援

継続 市町

⑤
水防災教育、出前講座等を活用した講習会の取組
の拡大

水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の実施

継続実施
各種団体等からの要請に応じ
随時実施

各種団体等からの要請に応じ
随時実施

○ ○ ○ 継続実施
市町、各種団体等からの要請
に応じ随時実施

市町、各種団体等からの要請
に応じ随時実施

○ ○ ○ 継続実施 未定（要望があれば実施） 未定（要望があれば実施） ○ － ○
R元年度から
順次実施

水防災教育、出前講座、見学
会等を活用した講習会の実施

水防災教育、出前講座、見学
会等を活用した講習会の実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続 全機関

⑥
あらゆる媒体を活用した地域住民の水防災意識啓
発のための広報の充実

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

継続実施
防災週間にあわせた水害パネ
ル展の開催、県HP等での河川
情報等の情報発信を実施

防災週間にあわせた水害パネ
ル展の開催、県HP等での河川
情報等の情報発信を実施

○ ○ ○ 継続実施
地域住民の水防災啓発に資す
る情報の提供

地域住民の水防災啓発に資す
る情報の提供

○ ○ ○ 継続実施
地域住民の水防災啓発に資す
る情報の提供

地域住民の水防災啓発に資す
る情報の提供

○ ○ ○ 継続 全機関

【リアルタイム防災情報の共有】

⑦ 気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級
の現象」等の改善

同左 継続 気象台のみ？

⑧
防災気象情報提供環境の強化（アクセス集中対策
強化）や線状降水帯の予測精度工場及び情報提供
の改善（線状降水帯の可能性を広域に予測）

・防災気象情報を国民に提供
する気象庁ホームページを強
化し、災害時のアクセス集中
時にも防災気象情報を確実に
提供できるようにする。
・半日前から線状降水帯等に
よる大雨に伴う危険性を国民
向けに呼びかける情報を概ね
広域・県単位・市町村単位で
提供。
・半日前から線状降水帯によ
る集中豪雨に伴う危険度分布

【避難 勧告指示等の発令】

⑨ 避難に着目した簡易版タイムラインの作成
市・町で作成している避難勧
告に着目したタイムラインの
精度向上に参画

継続実施
必要に応じ、市町の（水害）
タイムライン作成支援

必要に応じ、市町の（水害）
タイムライン作成支援

○ ○ ○ H29から順次
実施

市町のタイムライン作成の支
援

市町のタイムライン作成の支
援

○ ○ ○ H29年度から
順次実施

必要に応じ、市町の（水害）
タイムライン作成支援

必要に応じ、市町の（水害）
タイムライン作成支援

○ － ○ 継続or完了 市町：作成
県、気象台：支援

【住民等への防災情報の周知】

⑩ 防災情報総合サイトの活用と周知
防災情報総合サイトの活用と
周知

継続実施
R3年度に改良したすい坊くん（河
川情報システム）の公開（出水期
前までに）

すい坊くん（河川情報システム）
で公開する情報の拡充

○ ○ ○ H28年度から
順次実施

市町への周知を継続して行う 市町への周知を継続して行う ○ ○ ○ 継続 全機関

⑪ 様々な防災情報提供ツールを用いた防災情報伝達
の強化（多重化）

防災情報伝達の強化（多重
化）

継続実施
河川監視カメラ・水位計の設置拡
充

河川監視カメラ・水位計の設置拡
充

○ ○ ○ 継続実施
既存システムの内容充実とプッ
シュ型情報伝達内容の強化

既存システムの内容充実とプッ
シュ型情報伝達内容の強化

○ ○ ○ 継続実施
河川監視カメラや危機管理型水位
計の設置に基づき、情報提供を行
う。

河川監視カメラや危機管理型水位
計の設置に基づき、情報提供を行
う。

○ ○ ○ 継続 全機関

【避難行動に繋がる訓練】

⑫
避難に着目した簡易版タイムラインに基づく実践
的な訓練

市・町のタイムライン作成の
支援

H29から順次
実施

市町が実施するタイムライン
に基づく訓練への支援

市町が実施するタイムライン
に基づく訓練への支援

○ ○ ○
H29年度から
順次実施

市町が実施するタイムライン
に基づく訓練への支援

市町が実施するタイムライン
に基づく訓練への支援

○ － ○ 継続  市町：主体県、気象台：支援

⑬ 要配慮者利用施設等との避難訓練の促進
要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

継続実施
計画作成、訓練実施の促進に
向けた支援

計画作成、訓練実施の促進に
向けた支援

○ ○ ○ H28から順次
実施

要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

○ ○ ○ H28年度から
順次実施

計画作成、訓練実施の促進に
向けた支援

計画作成、訓練実施の促進に
向けた支援

○ － ○ 継続  市町：主体県：支援

⑭ 水害リスクが高い区間における地域住民が参加す
る共同点検や避難訓練の実施

水害リスクが高い区間におけ
る地域住民が参加する共同点
検の実施や避難訓練への支援

H28から順次
実施

地域住民が参加する共同点検
や避難訓練への支援

地域住民が参加する共同点検
や避難訓練への支援

○ ○ ○ H28年度から
順次実施

地域住民が参加する共同点検
や避難訓練への参加

地域住民が参加する共同点検
や避難訓練への参加

－ R2年度から
順次実施

市町・自治会等主催のダムの
緊急放流を想定した住民参加
型・避難訓練の支援

市町・自治会等主催のダムの
緊急放流を想定した住民参加
型・避難訓練の支援

○ × ○ ○ ○ ○ 継続 全機関

【河川巡視情報の共有】

⑮ 重要水防箇所の共同点検

県 管理河川の重要水防区間
のうち、危険個所を抽出し、
地域住民代表を交え、出水期
までに共同点検を実施

継続実施

H28：塩田川実施（嬉野市）
H29：鹿島川実施（鹿島市）
H30：多良川実施（太良町）
R元：塩田川実施（嬉野市）
R2 : 鹿島川実施（鹿島市）

R5:塩田川 ○ － ○ 継続 全機関

② 地域特性を踏まえた適切な避難行動へ向けた取組

【避難場所や避難路の確保】

① 広域避難に係る自治体間での相互応援体制の構築
に向けた取組

土砂災害の危険に配慮した避
難経路や避難場所の見直し及
び避難計画策定への支援

H28から順次
実施

避難経路や避難場所の見直し
及び避難計画作成への支援
浸水の危険性が高い場所に浸
水を計測するセンサーの設置

避難経路や避難場所の見直し
及び避難計画作成への支援

○ ○ ○ H28年度から
順次実施

避難経路や避難場所の見直し
及び避難計画作成への支援

避難経路や避難場所の見直し
及び避難計画作成への支援

○ － ○ 継続  市町：主体県：支援

② 避難所・避難経路の安全性確認及び見直し
避難所・避難経路の安全性の
確認

継続 市町

③
長期的かつ広範囲な浸水特性を踏まえた基幹避難
所等における備蓄の強化

民間事業者等と災害情報の収
集、食料、資機材の供給、物
資輸送等に関する協定締結へ
の支援

継続 市町

④ 要配慮者利用施設等との避難訓練の促進（再掲）
要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

継続実施
計画作成、訓練実施の促進に
向けた支援

計画作成、訓練実施の促進に
向けた支援

○ ○ ○
H28から順次
実施

要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

要配慮者利用施設等の避難計
画の作成及び訓練の実施への
支援

○ ○ ○
H28年度から
順次実施

計画作成、訓練実施の促進に
向けた支援

計画作成、訓練実施の促進に
向けた支援

○ － ○ 継続  市町：主体県：支援

【長期浸水リスクの周知】

⑤ 水防災教育、出前講座等を活用した講習会の取組
の拡大（再掲）

水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の実施

継続実施
各種団体等からの要請に応じ
随時実施

各種団体等からの要請に応じ
随時実施

○ ○ ○ 継続実施
市町、各種団体等からの要請
に応じ随時実施

市町、各種団体等からの要請
に応じ随時実施

○ ○ ○ 継続実施 未定（要望があれば実施） 未定（要望があれば実施） ○ － ○ R元年度から
順次実施

水防災教育、出前講座、見学
会等を活用した講習会の実施

水防災教育、出前講座、見学
会等を活用した講習会の実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続 全機関

⑥
あらゆる媒体を活用した地域住民の水防災意識啓
発のための広報の充実（再掲）

Webサイトなどあらゆる媒体
を活用し雨量、水位及び地域
住民の水防災意識啓発に資す
る情報の提供

継続実施
防災週間にあわせた水害パネ
ル展の開催、県HP等での河川
情報等の情報発信を実施

防災週間にあわせた水害パネ
ル展の開催、県HP等での河川
情報等の情報発信を実施

○ ○ ○ 継続実施
地域住民の水防災啓発に資す
る情報の提供

地域住民の水防災啓発に資す
る情報の提供

○ ○ ○ 継続実施
地域住民の水防災啓発に資す
る情報の提供

地域住民の水防災啓発に資す
る情報の提供

○ ○ ○ 継続 全機関

【水防活動等】

⑦ 関係機関が連携した水防訓練、連絡体制、情報共
有の強化

自主防災組織、消防団、県地
域防災リーダーを対象とした
研修会への支援

H29年度から
順次実施

訓練・研修会への支援 訓練・研修会への支援 ○ － ○ R元年度から
順次実施

自主防災組織、消防団、県地
域防災リーダーを対象とした
研修会への支援

自主防災組織、消防団、県地
域防災リーダーを対象とした
研修会への支援

○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続 全機関

⑧
自主防災組織、水防団、防災リーダーの育成・強
化

自主防災組織、消防団、県地
域防災リーダーを対象とした
研修会への支援

継続 市町

③ 洪水被害軽減のための取組と既存施設運用の工夫等の取組

【水防資機材等】

③ 水防資機材の保有状況の確認、見直し 水防資機材の保有状況の確認 継続実施 保有状況の確認 保有状況の確認 ○ ○ ○ 継続 県、市町

④　○○の取組

【○○○○】

新規

新規

危機管理防災課河川砂防課 杵藤土木事務所 ダム管理事務所

R5実施内容（計画）

R6 R7 R8

実施時期 R4実施内容

実施年度

R5

R5実施内容（計画）

R5 R6 R7 R8
R4年度以降の実施予定(案）
（継続、完了、新規、削除）R5実施内容（計画） R5実施内容（計画）

R8

実施時期 R4実施内容

R4 R5 R6

実施年度

実施内容 実施時期 R4実施内容

R4 R5 R6 R7

実施年度 実施年度

R4R7 R8

実施時期 R4実施内容

R4
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